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本
学
園
の
創
立
記
念
日
で
あ

る
6
月
29
日
（
水
）、
第
４
回

学
園
協
議
会
を
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
の
1
0
0
周
年
記
念
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

本
会
は
平
成
19
年
の
学
園
創

立
1
0
0
周
年
、
大
学
創
立
40

周
年
を
期
に
、
創
立
記
念
式
典

を
よ
り
建
設
的
な
全
学
園
の
意

見
交
換
の
場
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
翌
平
成
20
年
か
ら
開

催
、
今
回
で
４
回
目
と
な
る
。

　

主
な
出
席
者
は
、
学
校
運
営

を
担
う
本
学
園
の
理
事
、
監
事

お
よ
び
法
人
、
大
学
、
中
学
校
・

高
等
学
校
、
専
門
学
校
等
の
幹

部
教
職
員
で
あ
る
。
1
0
0
余

年
に
わ
た
る
本
学
園
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
現
状
や
将
来
に
つ

い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

当
日
は
二
部
構
成
と
な
っ
て

お
り
、
11
時
か
ら
第
一
部
の
学

園
協
議
会
、
12
時
30
分
か
ら
第

二
部
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
14

時
に
解
散
と
な
っ
た
。

　

第
一
部
の
学
園
協
議
会
で
は
、

は
じ
め
に
大
川
陽
康
理
事
長
、

次
い
で
大
森
和
夫
駒
場
高
校
校

長
か
ら
創
立
記
念
日
に
あ
た
っ

て
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
大
川
理

事
長
は
自
身
の
思
い
出
話
も
交

え
な
が
ら
本
学
園
の
歩
み
に
つ

い
て
語
り
、
創
立
記
念
日
を
祝

し
た
。
続
い
て
、
駒
場
高
校
の

河
村
文
夫
入
試
広
報
主
任
か
ら

「
過
去
10
ヶ
年
の
本
校
入
試
デ
ー

タ
か
ら
見
え
る
も
の
」
と
い
う

題
目
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。
河

村
教
諭
は
共
学
化
や
普
通
科
新

設
な
ど
を
経
た
過
去
10
年
の
同

校
入
学
生
の
状
況
に
つ
い
て
、

公
立
・
私
立
の
工
業
高
校
全
体
の

入
学
状
況
、
同
校
へ
の
入
学
者

推
移
、
中
学
校
訪
問
や
学
習
塾

訪
問
の
実
施
状
況
な
ど
を
デ
ー

タ
で
提
示
し
な
が
ら
解
説
し
た
。

次
に
、「
駒
場
校
舎
施
設
拡
充
計

画
」
と
い
う
題
目
で
、
駒
場
高

校
の
吉
田
忠
雄
総
務
部
長
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。
中
学
と
高
校

を
含
む
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
過

去
の
施
設
建
設
や
改
修
経
過
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
、
屋
上
に

お
い
て
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼

育
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
も
紹
介
。
今
後
の

旧
図
書
館
の
耐
震
工
事
、
旧
事

務
棟
の
改
修
工
事
案
も
示
さ
れ

た
。
講
演
は
1

時
間
半
近
く
に

も
及
び
、
学
園

協
議
会
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
と

な
っ
た
。
そ
の

後
、
柳
澤
学
長

の
質
問
を
皮
切

り
に
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
学

園
協
議
会
は
終

了
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、

場
所
を
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ト
ホ
ー

ル
に
移
し
、
第

二
部
の
懇
親
会

を
開
催
し
た
。

学
園
協
議
会
に
参
加
し
た
駒
場

中
学
校
・
高
校
、
専
門
学
校
、

大
学
の
教
職
員
が
集
ま
り
、
互

い
に
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、

交
流
を
深
め
た
。
本
学
園
の
教

職
員
が
こ
の
よ
う
に
一
同
に
会

す
る
機
会
は
少
な
い
た
め
、
参

加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
１
日

と
な
っ
た
。

　

7
月
2
日
（
土
）
午
後
2
時
、

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
等
学

校
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に
て
、

標
記
の
集
い
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
現
職
教
員
50
名

の
ほ
か
、
来
賓
、
大
学
教
職
員
、

教
職
希
望
の
学
生
な
ど
80
名
、

総
勢
1
3
0
名
が
参
加
し
た
。

第
1
部　

研
究
協
議
会

①
「
技
術
・
家
庭
科
技
術
分

野
の
教
師
と
な
っ
て
」

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
大
宮

西
中
学
校
教
諭　

 

宮
内　

智
氏

（
平
成
16
年
3
月
シ
ス
テ
ム

工
学
科
卒
）

②「
総
合
学
科
の
現
状
と
課
題
」

茨
城
県
立
江
戸
崎
総
合
高
等

学
校
教
諭 

道
川　

俊
氏

（
平
成
18
年
3
月
電
気
電
子

工
学
科
卒
）

　

研
究
協
議
会
は
、
毎
年
、

中
学
校
・
高
等
学
校
勤
務
の

先
生
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
1

件
ず
つ
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

 　

今
回
の
発
表
は
、
い
ず
れ

も
卒
業
生
の
日
頃
の
教
育
実

践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
研
究
発
表
で
あ
っ
た
。

教
育
現
場
で
若
手
・
中
堅
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
子

が
よ
く
わ
か
っ
た
。

第
2
部　

講
演
会

①
挨
拶　

学
長 

柳
澤　

章

②
「
平
成
24
年
度
の
入
試
」

　

入
試
室
長 

丹
澤
祥
晃

③
「
教
員
免
許
更
新
講
習
に
つ

い
て
」
工
業
教
育
研
究
所
長

 

原
田　

昭

第
3
部　

学
群
交
流
会

　

機
械
シ
ス
テ
ム
、
電
子
情

報
メ
デ
ィ
ア
、
建
築
デ
ザ
イ

ン
の
三
学
群
に
分
か
れ
て
、

大
学
教
員
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
4
部　

懇
親
会

　

懇
親
会
で
は
、
卒
業

生
と
大
学
教
職
員
と
の

輪
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
、

在
学
時
代
の
思
い
出
話

や
各
学
校
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

閉
会
後
も
別
れ
を
惜

し
ん
で
歓
談
し
て
い
る
卒
業

生
が
多
く
み
ら
れ
た
。

（
工
業
教
育
研
究
所
、
教
職
教

育
セ
ン
タ
ー
）

6/4（土）オープンキャンパス開催報告

河村入試広報主任による講演

懇親会での乾杯

学園協議会において挨拶をする大川理事長

現職教員による研究協議会

学群交流会では高校の施設を見学 44年目を迎えた宮代キャンパス（主要部）。エントランス周辺をリニューアルし、旧図書館の南（画面では上方）に18号館を新設した。2011年5月撮影

第
４
回　

学
園
協
議
会
を
開
催

～高校生のみなさん、ぜひご参加ください～6 月 4 日（土）、オープンキャンパスが開催された。
当日は天候に恵まれ、大勢の高校生や保護者の方が
参加。参加者の希望に合わせて選べる体験授業や個
別進路相談会、保護者説明会、女子向け特別プログ
ラムなどが好評だった。

今年度開催のコンテスト、イベント今年度開催のコンテスト、イベント

第
7
回

本
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
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契
約
電
力
が
2,
7
8
0
㌗

の
大
口
需
要
家
で
あ
る
本
学
は
、

電
気
事
業
法
第
27
条
の
適
用
を

受
け
、
7
月
1
日
（
金
）
か
ら

9
月
22
日
（
木
）
ま
で
の
間
、

契
約
電
力
の
15
％
を
削
減
す
る

よ
う
義
務
付
け
ら
れ
た
。
本
学

で
は
、
平
成
13
年
よ
り
積
極
的

な
省
エ
ネ
改
善
活
動
と
運
用
で
、

当
時
の
契
約
電
力
2,
9
8
0

㌗
を
削
減
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

今
夏
の
国
か
ら
の
要
請
に
対
応

す
る
べ
く
、
学
長
を
中
心
に
以

下
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
管

理
計
画
」
を
実
行
し
、「
使
用

可
能
電
力
2,
3
6
3
㌗
」
を

遵
守
す
る
。

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
管
理
計
画
】

　

一
、
照
明
電
力
削
減
（
▲

30
%
目
標
）　

①
不
要
な
照
明

と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

院
生
と
し
て
の
1
年
間
は
、

ま
ず
春
学
期
に
授
業
や
仲
間
と

の
議
論
を
通
じ
、
多
く
の
新
た

な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
知
識
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
実
に
多
く
の
事
柄
を

学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。
先
の
「
も
う
3
分
の
1
」

の
発
言
の
理
由
だ
。

　

秋
学
期
に
な
る
と
特
定
課
題

研
究
が
始
ま
る
。
こ
れ
ま
で
学

習
し
た
知
識
を
活
か
し
、
自
社

の
問
題
の
実
践
的
な
課
題
解
決

を
研
究
す
る
。
冬
学
期
に
は
、

そ
の
研
究
成
果
を
様
々
な
場
で

発
表
し
、
教
官
・
先
輩
・
仲
間

か
ら
時
に
厳
し
い
批
判
も
受
け

つ
つ
完
成
す
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
職
場
の
中
で
直
面
す
る

厳
し
い
場
面
で
も
挫
け
な
い
心

の
あ
り
方
も
体
験
す
る
。
ま
た
、

同
じ
境
遇
を
経
験
し
た
仲
間
と

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
学
生
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
工
友
会
（
同
窓
会
）
か
ら
、

5
5
0
万
円
、
後
援
会
か
ら
、

2
0
0
万
円
が
本
学
に
寄
付
さ

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
寄
付
金
は
、
当
面

の
生
活
支
援
金
と
し
て
被
災
し

た
学
生
に
配
布
さ
れ
た
（
6
月

20
日
現
在
7
4
6
万
円
）。
こ
れ

以
外
に
大
学
、
後
援
会
、
教
職

員
組
合
か
ら
の
見
舞
金
も
配
付

さ
れ
た（
同
日
現
在
2
9
5
万

円
）。
配
付
状
況
は
表
に
示
す
。

学
生
や
保
護
者
か
ら
逸
早
い
対

応
と
心
遣
い
に
感
謝
の
電
話
や

手
紙
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
支
援
金
・

見
舞
金
お
よ
び
授
業
料
等
減
免

の
手
続
き
の
期
限
は
9
月
20
日

（
火
）
で
、
手
続
き
が
遅
れ
る

等
の
相
談
が
必
要
な
場
合
は
、

学
生
支
援
課
ま
で
。

　

こ
の
専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

を
、
読
者
の
皆
さ
ん
が
ご
覧
に

な
る
8
月
に
は
、
こ
ち
ら
で
は

夏
学
期
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本

大
学
院
は
社
会
人
対
象
の
一
年

制
で
あ
る
た
め
、
8
月
に
も
授

業
の
予
定
が
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
仕
事
と

学
習
の
両
立
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
と
と
も
に
、「
も
う
、
1

年
の
3
分
の
1
過
ぎ
た
の
で
す

ね
。」
な
ど
焦
り
の
声
も
聞
こ

え
て
く
る
。

　

技
術
経
営
、
す
な
わ
ち
技
術

を
活
か
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

学
習
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
活
か

す
に
は
、
知
識
を
持
つ
だ
け
で

な
く
職
場
で
人
や
組
織
に
働
き

か
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
は
多
様
で
、
教
科
書

を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
訳
に

は
い
か
な
い
。
実
践
の
た
め
に

は
学
習
し
た
知
識
の
咀
嚼
・
消

化
が
大
切
で
、
夏
学
期
は
そ
の

た
め
に
も
重
要
な
時
期
と
い
え

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
専
門
職

大
学
院
生
諸
君
の
心
構
え
と
し

て
、
宮
代
の
学
部
学
生
、
大
学

院
生
の
皆
さ
ん
が
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
の
研
鑽
の
参
考
と
し

て
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
社
会
人
の
場
合
、
職

場
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
仕
事

と
1
年
間
の
大
学
院
を
両
立
す

る
の
は
難
し
い
。
入
学
の
前
か

ら
、
入
学
後
の
仕
事
の
進
め
方

や
、
職
場
環
境
な
ど
の
準
備
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
修
了

後
に
学
習
し
た
こ
と
を
す
ぐ
活

用
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
理
論

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
ぶ
つ
か

る
事
も
多
い
。
と
は
い
え
仕
事

は
1
年
サ
イ
ク
ル
で
廻
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
1
年
た
て
ば

ど
ん
な
場
面
で
学
習
し
た
こ
と

を
活
用
す
れ
ば
良
い
か
が
見
え

て
来
る
。
こ
の
準
備
と
活
用
を

含
め
、
3
年
単
位
で
考
え
る
こ

器
具
の
電
源
を
解
線
②
照
明
ス

イ
ッ
チ
に
用
途
別
色
分
け
シ
ー

ル
を
貼
り
使
用
制
限

　

二
、
輪
番
空
調
機
停
止
（
▲

20
%
目
標
）　

①
建
屋
毎
に
グ

ル
ー
プ
分
け
し
、
2
時
間
づ
つ

空
調
機
停
止
（
授
業
中
の
教
室

は
除
外
）
②
空
調
機
設
定
温
度

を
28
度
。
③
中
央
監
視
に
よ
り

使
用
可
能
電
力
値
を
超
え
そ
う

な
時
に
空
調
機
の
強
制
停
止

　

三
、
そ
の
他　

①
エ
レ
ベ
ー

タ
の
運
転
減
②
外
気
に
よ
る
夜

間
冷
房
化
、

　

以
上
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
で
、埼
玉
県
条
例
で
あ
る「
地

球
温
暖
化
効
果
ガ
ス
削
減

↓
2
0
2
0
年
ま
で
に
▲

25
%
」
に
も
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。

強
い
き
ず
な
が
生
ま
れ
て
い
く
。

　

そ
し
て
本
題
の
夏
学
期
で
あ

る
。
実
践
的
な
課
題
解
決
に
割

く
時
間
が
増
え
る
秋
ま
で
に
、

こ
れ
ま
で
学
習
し
た
知
識
を
、

職
場
で
の
活
用
を
考
え
つ
つ
自

分
な
り
に
整
理
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
こ
れ
が
今
後
、
自
分
が

様
々
な
状
況
で
仕
事
を
進
め
て

い
く
上
で
の
拠
り
所
と
な
る
。

社
会
人
は
学
習
し
た
知
識
を
自

分
の
職
場
や
経
験
と
比
較
し
、

現
状
と
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
体

系
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
こ

れ
が
専
門
職
大
学
院
の
重
要
な

成
果
の
1
つ
だ
。
そ
の
た
め
に

も
重
要
な
時
期
な
の
で
あ
る
。

ぜ
ひ
社
会
人
と
し
て
の
準
備
、

学
習
・
研
究
、
活
用
の
3
年
間

の
中
で
の
1
年
間
、
そ
の
中
で

の
夏
学
期
の
つ
も
り
で
、
院
生

諸
君
は
有
意
義
に
過
ご
し
て
頂

き
た
い
と
思
う
。

（
教
授　

清
水 

弘
）

　

7
月
2
日
（
土
）、
学
生
自

治
会
が
主
催
す
る
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
数
あ
る

学
生
自
治
会
の
行
事
の
中
で
も
、

人
気
の
高
い
行
事
の
一
つ
だ
。

今
回
も
募
集
を
か
け
て
早
い
時

期
に
受
付
終
了
と
な
っ
た
。
当

日
は
、
18
時
30
分
か
ら
ビ
ッ
ク

ボ
ウ
ル
杉
戸
の
34
レ
ー
ン
を
す

べ
て
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
た
。

1
チ
ー
ム
4
名
で
構
成
さ
れ
、

1
名
が
2
ゲ
ー
ム
行
う
。
成
績

上
位
者
な
ら
び
に
チ
ー
ム
に
は
、

主
催
者
で
あ
る
中
央
執
行
委
員

会
風
間
委
員
長
か
ら
豪
華
賞
品

が
授
与
さ
れ
た
。

　

春
学
期
試
験
が
終
わ
る
と
、

8
月
1
日（
月
）か
ら
2
日（
火
）

の
2
日
間
、
夏
祭
り
大
会
が
行

わ
れ
る
。
今
年
も
体
育
館
前
の

噴
水
に
櫓
を
組
み
上
げ
て
、
そ

の
周
辺
に
模
擬
店
を
出
店
す
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
学
生
た

ち
が
神
輿
を
担
い
で
大
学
周
辺

を
歩
く
。
会
期
中
は
、
盆
踊
り

は
も
ち
ろ
ん
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

や
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な

企
画
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

最
後
を
飾
る
の
は
、
打
上
げ
花

火
。
今
年
も
1
0
0
発
を
超
え

る
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
夏

祭
り
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

学
生
た
ち
は
、
春
学
期
定
期

末
試
験
終
了
後
か
ら
9
月
20
日

（
火
）
ま
で
の
約
2
ヶ
月
間
の

夏
季
休
業
と
な
る
。
そ
の
間
に

は
、
夏
合
宿
を
行
う
ク
ラ
ブ
団

体
や
委
員
会
も
多
い
。

　

運
動
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

体
育
会
で
は
、
1
年
生
を
対
象

に
普
段
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
体

験
で
き
な
い
他
の
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を

計
画
し
て
い
る
。
新
潟
県
妙
高

市
に
あ
る
赤
倉
山
荘
で
8
月
3

日
（
水
）
か
ら
5
日
（
金
）
ま
で
、

2
泊
3
日
の
日
程
で
実
施
す
る
。

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

専
門
職
大
学
院
の
院
生
に
と
っ
て
の
夏
学
期

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻
＊システム工学専攻　＊情報工学専攻

■平成24年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
 日程

一次募集
二次募集

出願期間
平成23年9月21日～9月28日
平成24年2月6日～2月14日

面接試験
10月6日
2月22日

合格発表
10月14日
3月2日

手続締切
平成24年1月25日
平成24年3月12日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

　定期サーベイランス審査が 5 月 20 日（金）・
21 日（土）に行われた。今回は「法的およびそ
の他の要求事項の遵守」「目的・目標に関するシ
ステムとパフォーマンス」「内部監査の実施・有
効性」を重点に審査された結果、マネジメントシ
ステム（PDCA サイクル）の「C」にあたる内部
監査とマネジメントレビューが有効に機能してい
ると認められた。また、「エコ大学ランキング私
立大学部門第 1 位」「関東地区電気使用合理化委
員会最優秀賞」の受賞も審査の大きなポイントと
なり、確実にパフォーマンスの向上が図られてい
るとの評価を得ることができた。しかしながら、
法規制改正に伴うタイムリーなマニュアルへの反
映、食堂排水が規制値を超過する等の改善点も指

摘された。今
後も本学の環
境管理活動の
さらなる改善
に向け、これ
らの課題を解
決するため全
学で取組んで
いく。

学生環境推進委員会の部屋を訪れた審査員

平成24年度入試概要

・東日本大震災被災者支援奨学金制度があります。詳細は、入試室までお問い合せください。
・専門高校入試（Ａ 工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2012受験ガイドおよび募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡ 0480-33-7676

・各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。
入試種別 併願の可否 内　  　容 日 　　     程

特別奨学生入試

第1期　　　

単　願

第2期　　　

併願可

奨学生には、1年次の学費の
半額を免除
第1期
・書類審査および面接による選考
第2期
・筆記試験、調査書および
 面接による選考
・検定料割引制度あり

第1期 第2期
申込期間  8/19（金）～ 8/30（火） ＊2/1（水）～2/3（金）のうち、1日を選択して受

験してください。面接日と面接会場  9/  3（土）　本学
内定日  9/  6（火）
出願期間  9/  7（水）～ 9/12（月）   1/  6（金）～1/26（木）　
試験日と試験会場   2/  1（水）～2/  3（金）　本学＊
合格発表日  9/17（土）   2/11（土）
入学手続
締切日

第1回  9/28（水）
  3/13（火）

第2回  1/18（水）

専門高校入試
（Ｓ 工業科）

併願可

・書類審査および面接による
 選考
・工業科の生徒を対象
・国公立大学等との併願に最適
 です

申込期間  9/  2（金）～ 9/13（火）
面接日と面接会場  9/17（土）　本学
内定日  9/24（土）
出願期間  9/29（木）～10/ 5（水）
合格発表 10/15（土）
入学手続
締切日

第1回 12/21（水）
第2回  1/18（水）

専門高校入試
（Ｂ 工業科）

併願可

・書類審査および面接による
 選考
・工業科の生徒を対象
・公募制
＊11/9（水）～11/11（金）の面接を
希望する方は、11/4（金）までに必着
するよう、出願してください。

第1期 第2期
出願期間＊ 10/20（木）～11/9（水） 11/24（木）～12/13（火）

面接日と面接会場

11/  9（水） 盛岡＊
11/10（木） 長野＊
11/11（金） 新潟＊
11/12（土） 本学

12/16（金） 東京
12/17（土） 本学

合格発表日 11/19（土） 12/24（土）　
入学手続
締切日

第1回 11/28（月）
 1/18（水）

第2回  1/18（水）

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試

ＡＯコーディネータ
入試

併願可

ＡＯエントリー入試
・面談および書類審査
 （提出課題と調査書等）による
 選考

ＡＯコーディネータ入試
・面接および書類審査による
 選考

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期

エントリー入試のエントリー期間 7/10（日）
～8/ 4（木）

8/16（火）
～9/13（火）

10/12（水）
～11/18（金）

11/24（木）
～12/15（木）

1/13（金）
～3/ 5（月）

コーディネータ入試の申込期間 平成24年2月29日（水）まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡

出願期間
9/ 1（木）
～9/12（月）

9/29（木）
～10/ 5（水）

12/ 2（金）
～12/13（火）

1/ 6（金）
～1/12（木）

2/20（月）
～3/ 9（金）

選考 書類審査等
合格発表日 9/17（土） 10/15（土） 12/24（土） 1/20（金） 3/17（土）
入学手続
締切日

第1回 9/28（水） 10/25（火）
1/18（水） 1/27（金） 3/23（金）

第2回 1/18（水）   1/18（水）

一般推薦入試
（公募制）

併願可

・書類審査および面接による
 選考
・ 専門高校（工業科）以外の
 生徒を対象
・公募制
＊11/9（水）～11/11（金）の面接を
希望する方は、11/4（金）までに必着
するよう、出願してください。

第1期 第2期
出願期間＊ 11/  1（火）～11/  9（水） 11/24（木）～12/13（火）

面接日と面接会場

11/  9（水） 盛岡＊
11/10（木） 長野＊
11/11（金） 新潟＊
11/12（土） 本学

12/16（金） 東京
12/17（土） 本学

合格発表日 11/19（土） 12/24（土）　
入学手続
締切日

第1回 11/28（月）
 1/18（水）

第2回  1/18（水）

一般入試 併願可
・ 筆記試験および調査書によ
る選考
・ 検定料割引制度あり

一般入試A 一般入試B
出願期間  1/  6（金）～ 1/26（木）  2/  3（金）～ 2/16（木）　

試験日

・ 試験日を変えて、
同一学科の複
数回受験あるい
は他学科の受験
が可能

 2/  1（水） 本学・郡山・水戸・高崎
  千葉・東京・金沢・静岡
 2/  2（木） 本学・仙台・宇都宮・柏
  東京・新横浜・新潟・長野
 2/  3（金） 本学・東京

 2/21（火） 本学・東京

合格発表日  2/11（土）  2/25（土）
入学手続締切日  2/21（火）  3/  2（金）

センター利用入試 併願可
・ 平成24年度大学入試センター試
験で、本学が指定する教科・科目
の成績および調査書による選考
・ 検定料割引制度あり

出願期間
センター試験実施日
合格発表日
入学手続締切日

センター利用入試A センター利用入試B センター利用入試C
1/ 6（金）～ 1/30（月） 2/ 3（金）～ 2/17（金） 2/20（月）～ 3/ 8（木）

1/14（土）・15（日）　※本学での個別学力試験等は実施いたしません
2/11（土） 2/25（土） 3/17（土）
2/21（火） 3/  2（金） 3/23（金）

ボウリング大会の様子

ISO定期サーベイランス審査報告ISO定期サーベイランス審査報告

今
夏
の
節
電
へ
の
取
組
み

学
生
自
治
会
主
催
の
主
な
学
生
行
事

東
日
本
大
震
災

　

支
援
金
・
見
舞
金
配
付
状
況
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今
思
い
出
す
と
大
学
･
大
学
院
で
の
6
年
間
は
、

私
の
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
基
本
を
形
成
し
て
く

れ
た
。
野
球
部
時
代
、
新
東
京
野
球
連
盟
1
部
リ

ー
グ
に
所
属
し
、
1
年
生
か
ら
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ

を
任
さ
れ
、
い
い
気
に
な
っ
て
い
た
私
は
、
気
が

つ
い
て
み
れ
ば
孤
立
し
て
い
た
。
そ
ん
な
私
に
真

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
教
え
て
く
れ
た
部
活
動
。

始
め
は
嫌
い
や
だ
っ
た
も
の

の
、
い
つ
し
か
か
け
が
え
の

無
い
友
人
が
で
き
、
思
い
出

と
経
験
を
与
え
て
く
れ
た
。

研
究
室
内
で
寝
食
を
と
も
に

し
た
先
輩
や
後
輩
と
の
、
漫

画
で
見
る
よ
う
な
貧
乏
生
活
。

　

そ
し
て
研
究
で
学
び
得
た
、

寝
ず
に
結
果
が
で
る
ま
で
や

り
続
け
る
根
性
。
日
本
工
業

大
学
で
の
多
く
の
経
験
は
、

社
会
人
基
礎
力
を
身
に
着
け

さ
せ
て
く
れ
た
。

　

現
在
私
は
、
リ
ー
フ
ラ
ス
株
式
会
社
と
い
う
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
貢
献
を
す
る
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
、
と
い
う
分
野
の
企
業
で
働
い
て
い
る
。

　

弊
社
は
『
ス
ポ
ー
ツ
を
変
え
、デ
ザ
イ
ン
す
る
。』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
の
指
導
、

運
営
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
ア
ス
リ

ー
ト
や
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
。
子
ど
も
た
ち

に
、
一
泊
二
日
の
合
宿
や
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
一

日
体
験
活
動
な
ど
の
企
画
運
営
を
し
て
い
る
。
会

員
数
は
2
6
，
0
0
0
名
、
社
員
数
3
6
0
名
、

全
国
15
都
市
、
海
外
2
支
社
の
全
国
規
模
の
会
社

で
あ
る
。
な
ん
と
エ
ン
ト
リ
ー
者
数
は
毎
年
1
5
，

0
0
0
人
を
越
え
る
程
だ
。

　

ま
た
、
な
ぜ
工
業
大
学
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
な
の
、

と
い
う
質
問
に
は
、
未
だ
に
返
答
に
困
る
。
一
つ

言
え
る
と
す
れ
ば
、
大
学
生
活
で
得
た
全
て
の
総

括
が
今
の
働
く
環
境
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
前
述
し
た
大
学
生
活
で
は
、
運
動
や
勉
強
だ

け
で
な
く
、
人
間
力
を
学
ん
だ
。
大
学
院
修
了
時

に
は
、
中
学
教
諭
を
目
標
に
し
て
い
た
が
、
現
職

と
の
出
会
い
は
突
然
で
、
大
学
で
学
ん
だ
人
間
力

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
と
感
じ
、
飛
び
込
ん
だ
の

で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
教
育
、
自

分
の
ス
ク
ー
ル
運
営
に
始
ま
り
、
支
持
を
得
ら
れ

始
め
る
と
、
部
下
を
持
ち
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
働
い
た
。

　

東
京
、
東
日
本
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
時
支

え
て
く
れ
た
の
は
、
や
は
り

大
学
時
代
に
教
え
ら
れ
た
も

の
全
て
で
あ
る
。
今
は
、
福

岡
本
社
に
て
会
員
デ
ー
タ
の

分
析
や
、
社
員
の
実
績
管
理
、

会
社
の
予
算
管
理
や
売
上
げ

サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
渡
っ

て
行
っ
て
お
り
、
院
生
時
代

の
研
究
経
験
や
手
法
が
大
い
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
生
活
で
学
ぶ
も
の
、
そ
し
て
社
会
に
出
て

経
験
す
る
も
の
に
一
切
の
無
駄
は
な
い
。
と
に
か

く
日
々
全
力
で
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
だ
。
私
も

日
工
大
の
卒
業
生
と
し
て
恥
じ
な
い
社
会
人
に
な

っ
て
い
く
。
お
互
い
成
長
し
続
け
て
い
こ
う
！

先輩だより

会長から4社に顕彰楯が贈呈された

な
い
学
生
が
多
く
い
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て

就
職
支
援
課
で
は
未
内
定
学
生

に
対
し
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
6
月
末
に
2
回

に
わ
た
り
実
施
し
た
。

　

現
在
の
就
職
状
況
と
今
後
の

活
動
に
対
す
る
動
き
方
、
注
意

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
新

卒
学
生
を
含
め
た
「
雇
用
」
に

対
し
、
採
用
す
る
側
、
さ
れ
る

側
に
と
っ
て
も
大
き
な
衝
撃
を

与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
例
年
で
あ
れ

ば
採
用
の
終
盤
を
迎
え
る
時
期

で
あ
る
が
、
今
年
は
震
災
の
影

響
で
一
部
の
企
業
で
は
採
用
中

止
や
、
採
用
時
期
の
後
ろ
倒
し
、

ま
た
は
景
気
動
向
を
見
て
採
用

す
る
な
ど
、
企
業
に
よ
っ
て
動

き
は
様
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
複
雑
化
し
た
採
用
活
動
の
結

果
、
秋
以
降
ま
で
も
長
期
化
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
学
生
は
こ
の
状
況
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
2
月
、
4
月
、

6
月
の
計
18
日
間
、
本
学
学
生

の
採
用
を
希
望
す
る
4
3
0

社
以
上
の
企
業
が
集
ま
っ
て
開

催
し
た
「
学
内
合
同
企
業
説
明

会
」
に
9
割
以
上
が
参
加
し
た
。

実
施
の
結
果
5
月
下
旬
頃
か
ら

内
定
の
報
告
が
出
始
め
た
が
、

複
数
の
内
定
を
得
る
学
生
が
い

る
一
方
、
全
く
内
定
を
得
ら
れ

点
な
ど
を
含
め
、
何
よ
り
も
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の

添
削
、
模
擬
面
接
実
施
の
た
め
、

就
職
支
援
課
を
大
い
に
利
用
す

る
よ
う
に
と
の
指
導

を
行
う
と
同
時
に
、

学
内
合
同
企
業
説
明

会
参
加
企
業
の
「
採

用
継
続
企
業
一
覧
」

を
渡
し
、
ま
だ
、
大

手
企
業
も
採
用
を
継

続
し
て
い
る
た
め
、

自
分
か
ら
企
業
へ
積

極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
す
る
よ
う
に
と
も

指
導
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
以
降

は
就
職
支
援
課
員
が

卒
業
研
究
指
導
教
員

と
密
に
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
研
究
室

へ
出
向
き
就
職
指
導

を
行
う
「
出
張
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
も
実
施
し
た
。
学
生

を
「
待
つ
」
の
で
は
な
く
、
こ

ち
ら
か
ら
「
仕
掛
け
る
」
指
導

体
制
に
変
え
る
こ
と
で
、
よ
り

今年度は6月にも学内合同企業説明会を開催

キャリア教育の解説をする菊地教授

学
生
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、

一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
決
め
細

や
か
な
指
導
が
行
き
届
く
と
考

え
、
実
施
し
た
。

　

今
後
、
秋
以
降
は
、
学
生
の

内
定
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
10

月
中
旬
に
第
4
回
目
、
12
月
上

旬
に
第
5
回
目
の
「
学
内
合
同

企
業
説
明
会
」
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
企
業
の
業
績
回
復

に
よ
っ
て
は
前
半
見
合
わ
せ
て

い
た
採
用
を
再
開
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
企
業
情
報
を
掴
み
、

積
極
的
に
行
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

ま
た
、
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
就
職
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
宅
で
最
新
の
求
人
情
報
や
受

験
報
告
書
の
検
索
が
出
来
る
。

就
職
活
動
は
最
後
ま
で
諦
め
な

い
こ
と
が
大
切
。
粘
り
強
く
活

動
す
れ
ば
、
必
ず
自
分
に
相
応

し
い
企
業
が
見
つ
か
る
は
ず
で

あ
る
。
ど
う
か
、
就
職
支
援
課

を
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

中
堅
中
小
企
業
ま
で
拡
が
り
つ

つ
あ
る
タ・

・

・

・

・

・

・

ー
ゲ
ッ
ト
採
用
、
著

名
企
業
へ
の
憧
れ
を
捨
て
き
れ

な
い
学
生
の
意
識
等
々
が
あ
る

と
解
説
。
キ
ャ
リ
ア
と
は
「
広

く
生
涯
を
通
じ
た
仕
事
や
経

歴
」
で
あ
り
、
人
生
の
節
目
ご

と
に
見
直
す
こ
と
（
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
）
が
大
切
。
そ
の
意

味
で
も
『
就
職
』
が
最
初
の
大

事
な
ス
テ
ッ
プ
。
社
会
を
知
る

を
目
的
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

就
職
支
援
の
2
本
の
柱
を
立
て
、

き
め
細
か
く
徹
底
し
て
学
生
支

援
を
行
う
と
い
う
も
の
。『
キ

ャ
リ
ア
教
育
』
は
、「
専
門
力

を
生
か
し
た
就
業
意
欲
の
醸

成
」
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
課
程
が
中
心
に
な
り
、

専
門
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・

Ⅱ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
キ

ャ
リ
ア
工
房
等
の
科
目
を
運

営
・
調
整
す
る
。
も
う
一
方
の

柱
で
あ
る『
就
職
支
援
』は
、「
キ

ャ
リ
ア
教
育
で
培
っ
て
き
た
就

業
意
欲
を
就
職
に
結
び
付
け
る

役
割
を
担
う
」
と
し
、
就
職
支

援
課
を
中
心
と
し
た
事
務
職
員

と
教
員
が
連
携
し
て
推
進
す
る

と
い
う
も
の
。
続
い
て
菊
地
教

授
が
、
昨
今
の
厳
し
い
就
職
戦

線
の
背
景
に
は
、
大
学
生
の
増

加
と
企
業
の
採
用
の
厳
選
化
や
、

　
「
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
に

向
け
て
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
第

29
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
5
月
26
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
。
最
初
に
、
本
年
度
か
ら

刷
新
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
内

容
と
体
制
に
つ
い
て
梅
崎
学
生

支
援
部
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ

た
。「
学
生
が
専
門
力
を
生
か

し
、
一
生
継
続
で
き
る
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
に
就
く
」
こ
と

こ
と
と
自
己
を
理
解
す
る
こ
と

が
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
自
ら

を
高
め
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

さ
せ
、
生
涯
設
計
（
転
職
・
展

職
・
天
職
も
肯
定
）
へ
と
結
び

付
け
て
行
く
力
を
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
培
っ
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
。

ま
た
、
新
た
な
授
業
計
画
や
企

業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対

す
る
考
え
方
の
一
端
も
披
露
さ

れ
た
。
就
職
支
援
課
の
初
見
課

長
か
ら
は
、
学
生
の
就
職
意
識

の
現
状
や
、
リ
テ
ラ
シ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
踏

ま
え
て
、
就
職
支
援
の
充
実
に

向
け
て
の
体
制
・
決
意
等
が
述

べ
ら
れ
、
小
西
主
任
か
ら
は
、

就
職
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
の
利

用
状
況
と
効
果
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。
最
後
は
、
活
発

な
質
疑
応
答
で
締
め
括
ら
れ
た
。

（
参
加
人
数
一
二
八
名
）

　

去
る
6
月
2
日
（
木
）
午
後
、

学
友
会
館
に
お
い
て
「
歴
史
的

価
値
の
あ
る
工
作
機
械
を
顕
彰

す
る
会
」（
会
長
・
守
友
学
園

理
事
、
事
務
局
・
工
業
技
術
博

物
館
）
に
よ
る
第
13
回
表
彰
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
今
回
も
多
数

の
候
補
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
我
が
国
の
経
済
成
長

を
長
年
支
え
た
、
国
産
工
作
機

械
の
名
機
4
機
種（
前
号
参
照
）

が
選
ば
れ
た
。
こ
の
結
果
、
こ

れ
ま
で
に
顕
彰
さ
れ
た
機
種
は

合
計
50
に
達
し
、
そ
の
う
ち
21

機
種
が
工
業
技
術
博
物
館
内
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

表
彰
式
に
は
大
川
理
事
長
、

柳
澤
学
長
な
ど
学
園
幹
部
も
出

席
し
、
会
長
挨
拶
、
審
査
経
過

報
告
、
顕
彰
機
種
の
概
要
紹
介

の
後
、
会
長
か
ら
顕
彰
機
種
の

製
造
企
業
4
社
に
顕
彰
楯
が
贈

呈
さ
れ
た
。
つ
い
で
経
済
産
業

省
産
業
機
械
課
長
の
祝
辞
（
代

読
）、
受
賞
企
業
を
代
表
し
て

和
井
田
製
作
所
の
岩
崎
年
男
社

長
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。
終
了

後
、
記
念
撮
影
を
し
、
祝
賀
会

に
移
り
、
柳
澤
学
長
の
挨
拶
、

受
賞
企
業
各
社
代
表
の
挨
拶
の

後
、
乾
杯
を
行
い
懇
談
し
た
。

　

当
日
は
、
表
彰
式
に
先
立
っ

て
、
工
業
技
術
博
物
館
後
援
会

の
第
21
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、

大
川
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
平

成
22
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
、

23
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案

が
承
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
博
物

館
内
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
顕
彰
さ
れ
館
内
に
展

示
さ
れ
て
い
る
機
種
、
最
近
収

集
し
た
機
種
を
主
体
に
紹
介
さ

れ
た
。
祝
賀
会
は
後
援
会
員
の

懇
親
会
も
兼
ね
て
お
り
、
学
園

幹
部
、
顕
彰
企
業
、
後
援
会
会

員
の
間
で
、
顕
彰
機
種
や
工
作

機
械
産
業
の
状
況
、
博
物
館
な

ど
に
関
す
る
話
が
尽
き
ず
盛
会

で
あ
っ
た
。
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　今年度は、5月に出前授業プログラ
ムを全国の工業高等学校や高大連携
校等約780校に配布するとともに、授
業プログラムを本学のホームページ
に掲載し、出前授業の案内を行った。
なお、出前授業の実施は5月から始ま
り、すでに13回の授業が予定されて
いる。平成22年度の実施回数は、78回、
受講者数は3507名であった。今年度
は、100回を越えることを期待している。

　また、研究室インターシップも各
学校に周知しつつあり、申し込みが
増える傾向にある。今年5年目とな
るが、高等学校側から「生徒の進路
決定に有効である」との評判も伝わっ
てきている。
　引き続き本学教員の理解と協力・
支援を得ながら一層の充実を目指し、
高等学校の生徒・先生方の期待に沿
えるよう努めていく方針である。

今年度の就職状況今年度の就職状況
企業の採用動向と支援スケジュール

実施日 コマ数 受講人数 実施校 担当教員 題目

1 5/27（金） 1 15 埼玉県立三郷工業技術高等学校 石川　孝 C6 どこでもコンピュータ

2 5/28（土） 2 51 群馬県立藤岡工業高等学校 岡崎　昭仁 M19 大学でのクルマづくり　－学生フォーミュラの現場からー

3 5/28（土） 2 60 群馬県立藤岡工業高等学校 木村　貴幸 E 次世代電力ネットワーク“スマートグリット”
が分かる授業

4 6/21（火） 1 22 静岡県立伊豆総合高等学校 神　雅彦 M9 Ｕltrasonics静かな機械エネルギー「超音波」の不思議体験

5 7/4（月） 2 40 群馬県立伊勢崎工業高等学校 佐藤　茂夫 P2 「もったいない」精神で毎日をみなおす

6 7/8（金） 1 60 東京都立荒川工業高等学校 吉田　清 E11 携帯電話の電気代って１年間いくら？（電気のお値段）

7 7/13（水） 2 25 東京都立杉並工業高等学校 勝木　祐仁 L7 図面で住宅を読む

8 7/21（木）
～22（金） 20 群馬県立安中総合学園高等学校 中里　裕一 Ｓ6 挑戦！次世代ロボット

9 9/13（火） 2 みやしろ大学 瀬戸　真弓 L5 福祉の用具で暮らせる住環境

10 9/14（水） 2 36 埼玉県立浦和工業高等学校 佐藤　杉弥 Ｈ6 平行二輪車「セグウエイ」で体感するロボット制御の基礎

11 10/24（月） 3 25 新潟県立新潟東高等学校 長坂　保美 M7 3次元CADを学ぶ

12 11/2（水） 2 80 栃木県立栃木工業高等学校 吉田　清 E12 次世代の電気自動車

13 11/2（水） 2 80 栃木県立栃木工業高等学校 中里　裕一 S6 挑戦！次世代ロボット

出前授業実施・予定一覧 平成23年6月16日現在

第
29
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

新
た
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
向
け
て

歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機
械

4
機
種
の
表
彰
式
を
挙
行

平成23年度 出前授業プログラム

都立蔵前工業高校での授業の様子

成長し続ける!
小竹　克幸

（茨城県立下館工業高等学校出身）
大学院工学研究科システム工学専攻（2004 年修了）
リーフラス株式会社　企画開発部GM
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日 本 工 業 大 学 通 信（4） 平成23年8月1日発行 第172号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

▼
去
る
5
月
22
日
（
日
）
午
後

1
時
よ
り
、
大
学
学
友
会
館
に

て
平
成
23
度
後
援
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案
「
平
成
22
年
度

事
業
報
告
」、第
2
号
議
案
「
平

成
22
年
度
決
算
報
告
・
同
監
査

セ
ン
タ
ー
所
長
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
渡
辺
副
学
長
か
ら

本
学
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、

L
C
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
光
発
電

設
備
、
工
業
技
術
博
物
館
、
蒸

気
機
関
車
を
視
察
。
視
察
先
で

は
、
担
当
者
か
ら
の
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

5
月
18
日
（
水
）、
埼
葛
地

区
4
町
の
各
首
長
で
組
織
し
て

い
る
埼
葛
町
長
会
が
、
本
学
の

視
察
に
訪
れ
た
。
こ
の
た
び
来

学
し
た
の
は
、
松
伏
町
、
白
岡

町
、
杉
戸
町
、
宮
代
町
の
各
首

長
の
ほ
か
、
東
部
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
、
利
根
地
域
振
興

報
告
」、
第
3
号
議
案
「
平
成

23
度
事
業
計
画
」、
第
4
号
議

案
「
平
成
23
年
度
予
算
」
第
5

号
議
案
「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」

は
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
て
承

認
さ
れ
、総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
後
援
会
理
事

は
1
1
8
名
、
監
事
2
名
。
執

行
部
は
次
の
通
り
。

会
長 

出
井
栄
一
（
埼
玉
）

副
会
長 

大
野
裕
一
（
千
葉
）

 

小
沼
真
一
（
群
馬
）

 

荒
木
正
行
（
山
形
）

総
務 

武
知
美
穂
（
愛
媛
）

 

福
士
晃
昭
（
青
森
）

財
務 

城
間
良
則
（
沖
縄
）

 

佐
々
木
定
勝
（
秋
田
）

監
事 

小
坂
幹
雄
（
長
野
）

 

田
代
公
男
（
静
岡
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、
学
内
見

学
が
実
施
さ
れ
た
。
懇
親
会
も

行
わ
れ
、
会
員
及
び
教
職
員
ら

が
懇
親
を
深
め
た
。

▼
今
年
も
夏
季
休
暇
中
の
9
月

3
日（
土
）か
ら
10
月
2
日（
日
）

に
か
け
て
、
全
国
22
会
場
で
後

教育懇談会では教員が保護者の相談に対応

援
会
主
催
の
「
地
域
別
教
育
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
る
（
別
表

参
照
）。

　

懇
談
会
に
は
大
学
か
ら
教
員

が
各
会
場
に
赴
き
、
個
々
の
学

生
の
成
績
表
を
も
と
に
個
別
面

談
を
行
う
。
ま
た
、
大
学
の
教

育
や
就
職
の
状
況
に
つ
い
て
も

お
伝
え
す
る
。
成
績
表
は
各
家

庭
に
郵
送
さ
れ
る
が
、
わ
か
り

に
く
い
部
分
も
あ
る
。
面
談
を

受
け
て
初
め
て
子
供
の
様
子
が

わ
か
っ
た
と
い
う
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
る
。
是
非
、
こ
の

機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
詳

細
は
各
家
庭
に
（
支
部
の
あ
る

と
こ
ろ
は
支
部
か
ら
）
案
内
が

送
ら
れ
る
。

NACK5／文化放送 ラジオ収録

　

去
る
5
月
28
日
（
土
）、
さ

い
た
ま
市
の
埼
玉
県
警
本
部

に
て
、「
埼
玉
県
警
察
少
年
非

行
防
止
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
通
称
Ｐ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
）」
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
た
。
本
学
か

ら
は
学
生
環
境
推
進
委
員
会

の
委
員
を
中
心
に
23
名
が
委

嘱
状
の
交
付
を
受
け
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
警

察
が
実
施
す
る
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
支
援
活
動
を
通
し

て
、
兄
・
姉
世
代
の
立
場
か

ら
少
年
に
対
し
て
助
言
・
指

導
を
行
う
事
に
よ
り
、
非
行

防
止
と
健
全
な
育
成
を
図
る

事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
平

成
16
年
に
発
足
、
以
来
積
極

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

委
嘱
式
の
後
、
学
生
達
は

早
速
浦
和
区
内
で
カ
ラ
オ
ケ

店
や
書
店
を
巡
回
し
、
浦
和

駅
前
で
風
船
や
チ
ラ
シ
を
配

る
な
ど
、
非
行
防
止
の
街
頭

活
動
を
行
っ
た
。

非
行
防
止
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
つい
て

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会
開
催
報
告

毎年恒例となっている参加者全員による記念撮影（昨年撮影）

11／5  第12回ホームカミングデーへのお誘い
―ホームカミングデー実行委員会より―

　ホームカミングデーが、若杉祭期間中の11月5日（土）に
開催される。この企画は今年で12回目を迎える。当日は、工
業技術博物館・各センターを中心とした学内見学ツアーで
日々変化を続ける現在の大学を体験していただき、懇親パー
ティなどを予定している。大好評の抽選会では盛り沢山の
景品を用意。ご家族連れでの参加も歓迎している。是非とも
皆さまお声を掛け合って、旧友や現旧教職員と思い出に残
るひと時を過ごしていただきたい。

　6月8日（水）、FM NACK５「夕焼けSHUTTLE」に柳澤学長
と機械工学科の小野寺星子さん（3年）、吉沢麻由さん（1年）が
生出演した。番組では学長が「鳥人間　日野大尉の夢　果た
せるか」といった自作の川柳を披露。二名の学生はフォーミュ
ラ工房での日頃の取り組みや今後の目標を発表した。本学の
教育の特長である、工房教育「14の工房によるカレッジマイ
スターの養成」を紹介するなどモノづくりへの夢を視聴者に
アピールする内容であった。
　また、7月4日（月）から7日（木）まで文化放送「レコメン！」
に波多野教務部長・英語教育センター長と上野裕太さん（大
学院工学研究科博士前期課程システム工学専攻）が出演した。
本学の実工学教育と、毎日が留学気分で、楽しく学べる英語教

育センターのユニークな取り
組み「エンジニアのための英語
教育」などが紹介された。上野
さんは「オハイオ州スカラシッ
プ留学プログラム」（埼玉県留
学支援事業）に選ばれた理由
と今後の抱負を熱く語った。

【
任
用
】

（
6
月
1
日
付
）

◆
虎
口
穂
隆
事
務
職
員
（
総
務

部
施
設
環
境
管
理
課
）
昭
和
56

年
10
月
18
日
生
ま
れ
。
前
㈱
松

い
る
。
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
、
み
や
し
ろ
国
際
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
。
参
加
者
に
は
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て「
宮
ア
ジ
会
」

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
お
米
が
手
渡

さ
れ
た
。

永
建
設
勤
務
。

◆
渡
部
修
一
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ

イ
（
6
／
29
〜
7
／
3
）
／
目

的
＝
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
に
お
け
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
合
せ
お

よ
び
施
設
見
学

◆
鈴
木
敏
正
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ

ギ
リ
ス
（
7
／
9
〜
7
／
18
）

／
目
的
＝
第
9
回
窒
化
物
半
導

体
国
際
会
議
参
加
お
よ
び
研
究

発
表

◆
八
木
田
浩
史
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
7
／
10
〜

7
／
14
）
／
目
的
＝
第
8
回
持

続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
技

術
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
会
議
に
お
け
る
情
報
収
集

◆
丹
澤
祥
晃
准
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
7
／
11
〜
7
／

14
）
／
目
的
＝
動
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
国
際
会
議
2
0
1
1
に
お

け
る
論
文
発
表

◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
7
／
29
〜
8
／
7
）
／
目

的
＝
2
0
1
1
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
国
際
会
議
で
の
論
文
発

表
、
研
究
打
合
せ
お
よ
び
研
究

調
査

◆
平
栗
健
史
准
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
7
／
30
〜
8
／
6
）
／

目
的
＝
2
0
1
1
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
計

算
機
と
通
信
に
関
す
る
国
際
会

議
に
参
加
、
研
究
論
文
発
表

◆
上
田
学
助
教
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
ラ
オ
ス
（
8
／
2

〜
8
／
17
）
／
目
的
＝
ラ
オ
ス

国
シ
ェ
ン
ク
ア
ン
仏
教
寺
院
遺

跡
群
保
存
の
た
め
の
修
復
技
法

に
関
す
る
研
究

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
ラ
オ
ス
（
8
／
2

〜
8
／
18
）
／
目
的
＝
ラ
オ
ス

国
シ
ェ
ン
ク
ア
ン
仏
教
寺
院
遺

跡
群
保
存
の
た
め
の
修
復
技
法

に
関
す
る
研
究

◆
石
田
武
志
准
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝

フ
ラ
ン
ス
（
8
／
8
〜
8
／
13
）

／
目
的
＝
国
際
会
議
第
20
回
人

工
生
命
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

会
議
に
お
け
る
研
究
発
表

◆
星
野
坦
之
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ

イ
（
8
／
16
〜
8
／
25
）
／
目

的
＝
画
像
プ
リ
ン
ト
技
術
国
際

会
議
で
の
発
表
、
チ
ェ
ラ
ロ
ン

コ
ン
大
学
研
究
打
ち
合
せ

▼
人
生
は
、
そ
し
て

生
き
る
こ
と
と
は
、

片
道
切
符
で
あ
る
。

最
近
、
特
に
そ
の
感

を
深
く
し
て
い
る
。

▼
と
い
う
の
も
、
3
・

11
の
東
日
本
大
震
災

以
来
、
私
自
身
過
去

を
振
り
返
る
悪
癖
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
か
ら
だ
。
曰
く
、「
あ

の
時
、
こ
う
し
て
お
け
ば
良
か

っ
た
の
に
」、「
あ
の
地
震
さ
え

な
か
っ
た
ら
・
・
」
と
い
っ
た

述
壊
で
あ
る
。
被
災
地
、
仙
台

の
出
身
で
あ
る
た
め
、
余
計
に

懐
旧
の
情
は
深
い
の
か
も
知
れ

な
い
。
▼
し
か
し
な
が
ら
、
人

は
出
発
点
に
戻
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
通
り
過
ぎ
た
駅
を
も
う

一
度
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
の

が
人
生
の
条
理
で
も
あ
る
。
▼

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
は『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』

で
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。【
人

生
は
往
復
切
符
を
発
行
し
て
い

ま
せ
ん
。
ひ
と
た
び
出
立
し
た

ら
、
再
び
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。】

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
勇
気
を
持
っ
て
自
分

の
道
を
切
り
拓
い
て
い
き
な
さ

い
、
と
の
熱
い
激
励
だ
ろ
う
。

▼
過
去
を
振
り
返
っ
て
も
仕
方

が
な
い
。
と
に
か
く
前
へ
前
へ

と
進
む
し
か
な
い
の
で
す
と
、

諭
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
う
だ
！
ま
だ
未
来
が
あ

る
、
輝
か
し
い
未
来
が
ー
と
声

を
大
に
し
て
叫
ぼ
う
か
。﹇
信
﹈

宮
代
江
戸
の
日

と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

作
戦
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
風
呂
の
残
り
湯
で
打
ち
水

を
す
る
」「
風
鈴
を
つ
け
る
」

「
怪
談
話
を
す
る
」
と
い
っ

た
電
気
を
使
わ
な
い
こ
と
や
、

「
家
族
が
１
つ
の
部
屋
に
集

ま
る
」「
エ
ア
コ
ン
を
短
時

間
で
ス
ト
ッ
プ
」
と
い
っ
た

消
費
電
力
の
削
減
を
実
践
し

ま
し
た
。
節
電
で
ど
こ
に
行

っ
て
も
暑
い
夏
。
覚
悟
を
決

め
て
体
と
相
談
し
な
が
ら
、

15
％
節
電
に
挑
戦
し
よ
う
。

　

今
年
の
夏
も
昨
年
に
負
け

な
い
く
ら
い
暑
い
で
す
ね
。

し
か
も
、
今
年
は
電
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
節
電
15

％
を
目
標
に
暑
さ
を
し
の
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宮

代
の
小
中
学
生
は
、
7
月

9
日
を
「
宮
代
江
戸
の
日
」

宮代町
だより

172号

人
事
異
動

国
外
出
張

編 集 後 記

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

44
回
定
時
株
主
総
会
が
5
月

28
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

席
上
、
ま
ず
佐
藤
建
夫
社

長
よ
り
、
当
期
の
事
業
経
過

と
決
算
内
容
に
関
す
る
報
告

が
あ
り
、
質
疑
応
答
を
経
て

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
っ

て
取
締
役
6
名
が
選
任
（
う

ち
5
名
重
任
）
さ
れ
、
社
長

に
は
佐
藤
建
夫
氏
が
再
任
さ

れ
た
。
佐
藤
社
長
よ
り
、
引

続
き
学
生
諸
君
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
会
社
を
目

指
し
、
特
に
食
堂
及
び
売
店

の
運
営
の
改
善
を
進
め
て
い

き
た
い
旨
の
決
意
表
明
が
あ

り
、
株
主
総
会
を
終
了
し
た
。

　

留
学
生
交
流
会
が
、
6
月
21

日
（
火
）
午
後
6
時
30
分
か
ら

学
友
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
会

の
直
前
、
篠
を
突
く
大
雨
に
服

を
び
し
ょ
び
し
ょ
に
濡
ら
し
て

留
学
生
た
ち
は
会
館
へ
駆
け
込

ん
で
き
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
こ
の
会
は
今
年
で
5
回
を
数

え
る
。
新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
、

在
籍
し
て
い
る
留
学
生
同
士
の

さ
ら
な
る
交
流
・
親
睦
を
図
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

NACK5の生放送終了後の記念撮影

開　催　日 主催支部 会場 対象地域

9／3（土） 蔵王 山形市・ホテルキャッスル 山形県・宮城県

〃 北陸 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

9／4（日） 群馬県 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

〃 茨城県 つくばみらい市・スターツ総合研修セン
ター 茨城県

〃 千葉県 千葉市・京葉銀行文化プラザ 千葉県

〃 近畿 尼崎市・尼崎市立小田公民館 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9／10（土） 岩手県 花巻市・湯の杜ホテル志戸平 岩手県

〃 静岡県 静岡市・男女共同参画センターあざれあ 静岡県

〃 沖縄県 那覇市・琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

〃 本部（九州） 福岡市・リファレンス駅東ビル 九州

9／11（日） 本部（四国） 松山市・愛媛県武道館 四国

〃 本部（北海道） 札幌市・KKRホテル札幌 北海道

9／17（土） 秋田県 秋田市・第一会館本館 秋田県

〃 栃木県 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 長野県 長野市・ホテル信濃路 長野県

〃 西中国
東中国 松江市・サンラポーむらくも 広島県・山口県・島根県

岡山県・鳥取県

9／18（日） 福島県 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

〃 新潟県 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

〃 山梨県 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

9／24（土） 青森県 青森市・青森国際ホテル 青森県

9／25（日） 東海 名古屋市・金山ワシントンプラザホテル 愛知県・岐阜県・三重県

10／2（日） 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

平成23年度地域別教育懇談会開催日程（予定）

※日程および会場は変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内をご覧ください。

柳澤学長も留学生と交流

シニアチャレンジ講座秋学期受講生募集
学生と共に学ぶ開放講座「シニアチャ
レンジ講座」（埼玉県との協定事業「大
学によるリカレント教育」）の受講生を
募集する。対象は県内在住55歳以上の
市民。開講科目は４つ、科目名（担当）
は、次の通りである。「新エネルギー技
術と環境」（森田登教授）、「住宅史」（波
多野純教授）、「世界遺産とアジアの建
築」（黒津高行教授、成田剛准教授）、「ま
ちづくりと福祉」（瀬戸眞弓教授）。要項
は大学ホームページからダウンロード
できる。（URL : http://www.nit.ac.jp/）
問い合せ先：生涯学習センター
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